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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年1月5日(2017.1.5)

【公開番号】特開2016-130869(P2016-130869A)
【公開日】平成28年7月21日(2016.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-043
【出願番号】特願2016-78083(P2016-78083)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/36     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    7/36     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   13/36     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像鮮明さの度合いを示すフォーカス信号を画像の中の複数のエッジからコンピューテ
ィングデバイスによって生成する方法において、
　前記画像の中のあるエッジに対して第１および第２の形状指標値を得る第１のステップ
と、
　前記第１および第２の形状指標値によって、前記エッジが前記画像の鮮明さの度合いの
判断にどう有効であるかの程度を判断し、前記エッジが十分に有効ではない場合には、前
記エッジの前記フォーカス信号への寄与に付ける重みを下げる第２のステップと、を含み
、
　前記第１及び第２の形状指標値のそれぞれは、前記エッジにまたがっている一連の画像
データサンプルの中の１対の画像データサンプルの間の差分に依存することを特徴とする
方法。
【請求項２】
　前記エッジに対する第１の形状指標値は、前記エッジの所定の近傍の外において、他の
エッジが検出されるかどうかによって影響されないことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記画像が撮影されるシーン上の照度が２０％減少することによって、前記エッジから
前記フォーカス信号への寄与を除くか否かが変化しないことを特徴とする以上の請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のステップは、前記第１の形状指標値が、前記第２の形状指標値によって決定
される判断基準を満たしているか否かによって判断することを特徴とする以上の請求項１
～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
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　前記第１の形状指標値が前記判断基準を満たしていない場合、前記第２のステップでは
前記エッジから前記フォーカス信号への寄与を除くまたはその重みを減ずることを特徴と
する請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２の形状指標値は、前記エッジから前記フォーカス信号への寄与そのものである
ことを特徴とする以上の請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１及び第２の形状指標値は、前記エッジから前記フォーカス信号への寄与そのも
のではないことを特徴とする以上の請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
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